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飲酒運転の防止

飲んだら乗るな

柔るなら飲むな

灘
鞭
譲
灘
難
羅
灘
…

交
通
機
関
の
整
備
と

都
市
的
施
設
の
拡
充

　
十
日
町
市
の
第
一
回
定
例
市
議
会
は
去
る
八
日
か
ら
開
か
れ
、
二
十
六

日
ま
で
の
日
程
で
昭
和
四
十
一
年
度
予
算
案
を
中
心
と
す
る
議
案
の
審
議

に
入
り
ま
し
た
が
、
二
日
目
の
九
日
午
前
十
時
か
ら
村
山
市
長
の
施
政
方

針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
【
施
政
方
針
を
述
べ
る
市
長
】

重
点
施
策
を
推
進

　
十
日
町
市
の
人
口
は
国
勢
調
査
の

結
果
四
九
、
五
七
六
人
で
、
五
年
前
・

に
比
べ
て
二
七
八
人
の
減
少
、
そ
の

特
徴
と
し
て
水
沢
村
合
併
前
の
昭
和

三
十
五
年
調
査
に
比
較
し
五
年
間
に

約
千
人
の
人
口
流
失
を
喰
い
止
め
た

ほ
か
　
市
の
農
村
部
よ
り
中
心
部
へ

約
二
千
人
の
人
口
が
移
動
し
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
的

の
傾
向
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
状
態

は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
山
間
都
市
で
人
口
が

一
応
横
這
い
に
推
移
し
た
こ
と
は
や

は
り
産
業
の
発
展
に
よ
る
も
の
と
思

い
、
今
後
の
行
政
は
こ
れ
ら
の
点
を

十
分
配
慮
し

一
、
交
通
機
関
の
整
備

二
、
都
市
的
施
設
の
拡
充

三
、
社
会
保
障
と
教
育
施
設
の
充
実

四
、
産
業
発
展

等
を
重
点
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。八

箇
ト
ン
ネ
ル
を

貫
通

　
ま
ず
交
通
機
関
の
整
備
で
あ
り
ま

す
が
、
飯
山
線
は
本
年
急
行
の
増
発

と
気
動
車
の
増
加
を
重
点
に
、
電
化

は
地
元
の
負
担
額
を
配
慮
し
つ
つ
努

力
い
た
し
た
い
。
又
北
越
北
線
は
鉄

　
　
　
　
道
建
設
公
団
に
対
し
十
日

　
　
　
　
町
ー
六
日
町
間
の
用
地
買

　
　
　
　
収
完
了
と
一
部
着
工
に
つ

　
　
　
　
グ
　
て
ウ
ゑ
ゐ
ぼ
い
ヨ
ペ
だ
き

　
　
　
　
い
て
要
望
中
で
あ
り
、
本

　
　
　
　
路
線
の
通
過
地
点
に
つ
い

　
　
　
　
て
は
駅
舎
の
位
置
と
と
も

　
　
　
　
に
本
年
き
ま
る
予
定
に
な

　
　
　
　
っ
て
お
り
ま
す
。

　
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

国
道
の
う
ち
一
一
七
号
線
（
小
千
谷

市
－
十
日
町
市
－
長
野
市
）
は
本
年

全
国
十
八
本
の
建
設
省
直
轄
工
事
の

中
に
入
る
こ
と
が
内
定
し
た
の
で
中

条
、
下
条
地
内
の
道
路
改
良
工
事
は

二
、
三
年
の
間
に
完
了
す
る
見
込
み

で
あ
り
ま
す
。
又
長
年
不
便
を
し
の

ん
で
き
ま
し
た
十
日
町
橋
も
本
年
は

七
・
九
米
の
巾
員
で
架
替
え
る
こ
と

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
十
日
町
－

六
日
町
間
の
国
道
も
一
昨
年
よ
り
県

下
最
長
の
八
箇
ト
ン
ネ
ル
に
着
手
、

本
年
は
約
四
億
円
の
事
業
費
で
貫
通

す
る
見
通
し
と
な
り
、
来
年
七
、
八

月
頃
取
付
道
路
が
完
成
し
ま
す
と
、

六
日
町
ま
で
の
所
要
時
間
は
二
十
分

と
な
り
ま
す
。
更
に
川
西
地
区
と
市

内
を
結
ぶ
貝
野
橋
も
本
年
三
千
三
百

万
円
の
予
算
が
内
定
、
来
年
は
完
成

の
予
定
、
そ
の
他
の
国
県
道
に
つ
い

て
も
整
備
推
進
の
た
め
努
力
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
辺
地
道
路
、
市
道
の

舗
装
に
つ
い
て
も
重
点
的
に
取
り
上

げ
、
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
次
に
無
雪
道
路
に
つ
い
て
は
根
本

的
な
解
決
策
は
早
急
に
間
に
あ
わ
な

い
現
状
か
ら
本
年
も
更
に
機
械
力
を

増
強
し
、
除
雪
態
勢
を
強
化
す
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。

じ
ん
芥
焼
却
場
建

設
　
第
二
に
都
市
的
施
設
の
拡
充
で
あ

り
ま
す
が
、
本
年
は
都
市
計
画
道
路

区
画
整
理
、
都
市
排
水
を
中
心
と
し

た
都
市
計
画
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か

衛
生
セ
ン
タ
ー
最
後
の
事
業
で
あ
る

塵
芥
処
理
場
の
完
成
と
塵
芥
蒐
集
車

の
購
入
、
市
民
プ
ー
ル
の
浄
化
装
置

と
照
明
施
設
の
増
設
、
公
営
住
宅
の

建
設
、
上
水
道
事
業
の
拡
張
等
を
重

点
的
に
予
算
化
し
ま
し
た
。

飛
閣
小
を
改
築

　
第
三
の
社
会
保
障
と
教
育
施
設
の

充
実
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
に

っ
い
て
は
生
活
保
護
費
の
大
巾
引
上

げ
、
避
地
保
育
所
の
強
化
等
、
そ
れ

ぞ
れ
国
の
施
策
に
応
じ
て
増
額
し
ま

し
た
。
叉
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
全

員
の
七
割
給
付
を
実
施
す
る
ほ
か
、

避
地
診
療
所
対
策
と
し
て
雪
上
車
を

購
入
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

響嚢

又
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
年
は

飛
一
小
学
校
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

校
舎
を
建
設
す
る
ほ
か
、
教
員
住
宅

の
建
築
、
そ
の
他
整
備
の
遅
れ
て
い

る
学
校
の
維
持
修
繕
等
に
で
き
る
だ

け
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
近
代
化

資
金
に
五
百
万
円

　
第
四
は
産
業
振
興
対
策
で
あ
り
ま

す
が
、
農
業
面
に
お
い
て
第
二
年
目

に
入
っ
た
農
業
構
造
改
善
事
業
を
進

め
る
ほ
か
、
農
業
近
代
化
の
た
め
農

道
等
土
地
改
良
事
業
費
を
増
額
し
ま

し
た
。
そ
の
他
治
山
、
林
道
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
織
物
産
業
に
つ
い
て
は
、
織
物
宣

伝
事
業
、
新
規
製
品
開
発
補
助
、
施

設
近
代
化
補
助
、
求
評
会
補
助
、
加

工
技
術
研
究
補
助
等
そ
れ
ぞ
れ
予
算

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
又
貸
付
制

度
は
従
来
の
産
業
育
成
資
金
の
ほ
か

中
小
企
業
の
近
代
化
の
た
め
設
備
改

善
資
金
を
新
規
に
五
百
万
円
計
上
し

金
融
機
関
の
協
力
を
得
て
千
五
百
万

円
の
融
資
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
予
算
の
大
綱
に
つ
い
て
。
ま

ず
才
入
で
は
、
目
下
地
方
税
法
が
国

会
で
審
議
中
の
た
め
一
応
現
行
法
を

前
提
に
市
税
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

前
年
比
約
二
千
九
百
万
円
増
の
三
億

五
百
五
十
五
万
円
と
な
り
ま
し
た
又

昭
和
四
十
一
年
度
限
り
の
措
置
と
し

て
臨
時
地
方
特
例
交
付
金
が
設
け
ら

れ
、
三
百
十
万
円
見
込
み
ま
し
た
が

こ
れ
は
昭
和
四
十
一
年
度
に
お
け
る

一写真は市議会本会議風景一

地
方
交
付
税
の
伸
長
率
鈍
化
を
考
慮

し
た
政
府
の
財
政
措
置
で
あ
り
ま
す

　
一
方
地
方
交
付
税
は
、
地
方
六
団

体
の
強
い
要
請
に
よ
り
現
行
の
二

九
・
五
％
を
三
二
％
へ
大
巾
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
不
況
と
三
千

億
減
税
等
の
影
響
の
た
め
国
税
が
伸

び
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
前
年
比
五
％

九
百
万
円
増
の
一
億
八
千
八
百
万
円

の
計
上
に
と
呈
ま
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
年
は
地
方
則
政
の
財
源

難
対
策
と
し
て
各
種
の
財
政
措
置
が

取
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
予
算
編
成

に
相
当
苦
慮
い
た
し
ま
し
た
。
六
月

の
市
税
、
八
月
の
地
方
交
付
税
が
決

定
い
た
し
ま
す
と
財
政
の
見
通
し
も

つ
き
ま
す
の
で
そ
の
際
の
収
入
計
上

額
の
異
動
に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
を
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
才
出
面
の
主
な
る
も
の
を
申
し

あ
げ
ま
す
と
総
務
費
に
お
い
て
市
庁

舎
建
設
費
を
七
十
七
万
円
計
上
、
地

質
試
験
を
や
る
ほ
か
専
門
委
員
の
方

々
か
ら
庁
舎
の
建
設
に
対
す
る
調
査

研
究
を
お
願
い
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
更
に
そ
の
結
論
が
出
来
次
第
設

計
費
を
追
加
、
昭
和
四
十
二
年
度
に

着
工
い
た
し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
す

　
衛
生
費
に
つ
い
て
は
、
し
尿
処
理

場
、
火
葬
場
に
続
い
て
塵
芥
焼
却
場

を
建
設
す
る
ほ
か
、
ゴ
ミ
処
理
の
能

率
化
を
図
る
た
め
ゴ
ミ
処
理
専
用
の

バ
ッ
ク
マ
ス
タ
ー
を
二
台
購
入
す
る

た
め
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
次
に
土
木
費
に
つ
い
て
は
昨
年
比

約
二
千
七
百
万
円
増
と
大
巾
に
増
額

し
ま
し
た
が
都
市
計
画
事
業
、
市
道

の
改
良
舗
装
事
業
　
公
営
住
宅
事
業

等
い
ず
れ
も
人
口
の
都
市
集
中
に
伴

い
、
急
速
に
整
備
を
要
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
な
お
、
辺
地
の
道
路
、

橋
梁
改
良
費
に
つ
い
て
も
重
点
的
に

予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。

　
消
防
費
に
っ
い
て
は
本
年
は
特
に

初
期
消
火
に
威
力
を
発
揮
す
る
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
を
一
台
購
入
す
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。

　
又
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
飛
一
小

学
校
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
の

建
設
、
教
員
住
宅
の
五
棟
建
設
、
ニ

タ
子
冬
期
分
校
の
改
築
、
市
民
プ
ー

ル
の
浄
化
装
置
、
照
明
工
事
の
ほ
か

整
備
の
遅
れ
て
い
る
校
舎
の
維
持
修

繕
の
た
め
で
き
る
だ
け
予
算
化
を
図

り
ま
し
た
。
叉
、
公
民
舘
の
建
設
で

あ
り
ま
す
が
財
政
的
に
政
府
の
措
置

が
弱
い
の
で
、
財
源
措
置
の
あ
る
文

化
セ
ソ
タ
ー
を
兼
ね
た
市
民
会
舘
を

市
庁
舎
の
完
成
後
建
設
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

総
額
約
八
憶
四
千

万
円
（
一
般
会
計
）

　
以
上
昭
和
四
十
一
年
度
一
般
会
計

才
入
才
出
予
算
の
概
要
を
申
し
あ
げ

ま
し
た
が
合
計
額
は
八
億
四
千
三
百

約
九
億
五
千
万
円

本
年
度
公
共
事
業

　
昭
和
四
十
一
年
度
の
公
共
事
業
に

つ
い
て
こ
の
ほ
ど
田
中
彰
治
代
議
士

か
ら
村
山
市
長
宛
に
入
っ
た
電
報
に

よ
る
と
、
本
年
度
の
公
共
事
業
費
は

約
九
億
五
千
万
円
程
度
と
な
る
と
つ

ぎ
の
よ
う
な
内
報
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
国
、
県
道
改
良

本
町
　
一
、
五
〇
〇
万
円
、
馬
場

二
、
○
O
O
万
円
、
八
箇
二
億
円
、

仕
越
二
億
円
、
計
四
億
円
、
関
根
一

〇
〇
〇
万
円
、
魚
の
田
川
四
〇
〇
万

円
、
名
ケ
山
六
〇
〇
万
円
、
北
原
≧

市
ノ
沢
凍
雪
六
〇
〇
万
円
、
新
光
寺

防
雪
一
、
六
五
〇
万
円
、
下
条
橋
こ
上

新
田
舗
装
二
、
五
〇
〇
万
円
、
本
町

舗
装
五
〇
〇
万
円
、
新
光
寺
舗
装
六

〇
〇
万
円
、
本
町
六
丁
目
舗
装
補
修

八
○
○
万
円
、
高
田
町
三
丁
目
舗
装

補
修
一
、
三
〇
〇
万
円
、
十
日
町
橋

一
億
円
、
貝
野
橋
三
、
三
〇
〇
万
円

県
道
大
留
中
村
三
三
〇
万
円
、
水
堀

三
三
〇
万
円
、
鐙
坂
三
三
〇
万
円
、

新
水
二
六
〇
万
円
、
中
条
、
下
条
建

設
省
直
轄
工
事
一
億
一
千
万
円
。

　
河
川

川
治
川
一
、
二
〇
〇
万
円
、
入
間
川

二
〇
〇
万
円
、
中
沢
川
四
二
〇
万
円

当
間
川
四
〇
〇
万
円
、
上
大
井
田
川

二
〇
〇
万
円
、
信
濃
川
上
新
田
一
、

二
五
〇
万
円
鴨
田
一
、
三
二
〇
万
円

水
沢
七
一
〇
万
円
。

　
砂
防
事
業

水
沢
前
川
五
二
二
万
円
、
六
箇
小
貫

川
六
六
一
万
円
、
芋
川
三
一
〇
万
円

崩
沢
六
二
七
万
円
、
吉
田
浅
河
原
川

七
六
四
万
円
、
鍬
柄
沢
一
、
○
（
）
○

万
円
、
川
治
川
四
〇
〇
万
円
。

二
十
五
万
四
千
円
と
な
り
、
昭
和
四

十
年
度
当
初
予
算
に
比
ぺ
て
約
五
千

四
百
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
商
工
会
舘
の
建
設
補
助
金

有
線
放
送
補
助
金
、
共
同
職
業
訓
練

所
建
設
、
市
庁
舎
積
立
金
等
の
予
算

は
事
業
費
決
定
あ
る
い
は
繰
越
金
等

の
見
通
が
つ
き
次
第
追
加
補
正
を
お

願
い
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
特
別
会
計
に
つ
い
て
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
、
家
族
の
七
割
給
付
の
実
施
、

医
療
費
の
増
加
で
予
算
額
は
前
年
度

よ
り
約
四
千
百
万
円
増
の
一
億
七
千

八
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
庫
負
担
金
は
多
年
の
運
動
の
結

果
、
定
率
四
割
の
国
庫
負
担
制
度
が

実
現
、
総
額
一
億
四
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
一
般
会
計
か
ら
四
百
万

円
繰
入
れ
し
ま
し
た
が
結
果
的
に
は

保
険
料
の
大
巾
値
上
げ
と
な
り
世
帯

平
均
昨
年
比
二
千
五
百
円
増
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
全
国
的
の

傾
向
で
あ
り
、
県
吋
二
十
市
叉
は
魚

沼
の
町
村
と
を
比
較
す
る
と
当
市
は

低
い
方
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
上
水
道
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
最
近
の
著
し
い
市
民
生
活
の
向
上

に
伴
い
給
水
戸
数
は
四
千
戸
を
突
破

し
、
そ
の
使
用
水
量
も
一
日
平
均
五

千
ト
ン
を
超
え
、
計
画
を
は
る
か
に

上
廻
っ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

加
え
て
地
域
開
発
、
宅
地
造
成
と
の

関
連
も
あ
り
、
そ
の
将
来
に
対
処
す

る
た
め
給
水
人
口
二
万
人
を
二
万
八

千
人
と
す
る
。
第
二
期
拡
張
事
業
を

計
画
し
　
去
る
十
二
月
定
例
議
会
で

議
決
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
本
年
度
よ
り
四
ケ
年

の
継
続
費
を
設
定
、
本
年
度
は
そ
の

第
一
年
度
と
し
て
水
源
施
設
六
百
三

十
三
万
円
、
送
水
施
設
百
六
十
万
円

配
水
施
設
千
百
十
万
円
等
合
計
二
千

百
五
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
起
債
確
保
に
十
分
努
力
す
る

ほ
か
一
般
経
常
費
は
極
力
節
減
し
、

企
業
の
経
済
性
を
発
揮
し
た
い
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
あ

わ
せ
て
約
十
一
億
円
の
大
型
予
算
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
財
政
運

営
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
払
い

市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
努
力
い
た

す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
各
位
の

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

250一



（昭和32年6月5日第三種郵便物認可）一2一昭和41年3月15日（火曜日）ちまかおと報市Nb113

一春さきに多い火災一

ζとしに入って8件
みんなでミ火の用心，

　
春
さ
き
は
火
事
の
多
い
季
節
で
す

十
日
町
市
内
は
こ
と
し
に
な
っ
て
す

で
に
八
件
の
火
災
が
お
き
て
、
そ
の

撮
害
も
約
三
千
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。

　
市
内
は
現
在
主
要
道
路
が
無
雪
で

自
動
車
も
通
れ
ま
す
が
、
小
路
は
ま

だ
雪
も
多
く
火
災
の
場
合
の
消
防
活

動
は
充
分
な
力
も
発
揮
で
き
ず
危
険

な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
町
内
の
皆
さ
ん
方
の
ご

協
力
に
よ
り
除
雪
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
雪
囲
い
を
な
る
べ
く
早
く
取

り
は
ず
し
、
火
事
が
あ
っ
た
場
合
の

消
火
活
動
や
避
難
が
容
易
に
で
き
る

よ
う
ぜ
ひ
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
参
考
に
昭
和
四
十
年
中
の
火

災
発
生
件
数
は
全
焼
四
、
半
焼
二
、

部
分
焼
十
四
、
焼
失
面
積
一
、
〇
一

四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
損
害
額
七
一
九

万
四
千
円
。
原
因
で
は
石
油
類
器
具

引
火
、
煙
突
の
不
備
、
子
供
の
火
遊

び
、
煙
突
の
過
熱
が
主
と
な
っ
て
い

ま
す
。
【
写
真
は
若
宮
町
の
火
事
】

四
月
の
予
防
接
種

◎
腸
パ
ラ
予
防
接
種

　
こ
の
予
防
接
種
は
満
三
才
の
時
に

三
回
、
以
後
満
六
十
才
ま
で
毎
年
一

回
追
加
接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
今
年
の
該
当
者
は

初
回
　
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
か

　
　
　
ら
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日

　
　
　
ま
で
に
生
れ
た
者
、
及
び
今

　
　
　
ま
で
に
初
圃
の
す
ん
で
い
な

　
　
　
い
者
（
三
回
接
種
）

追
加
　
初
．
回
の
す
ん
だ
者
で
満
六
十

　
　
　
才
ま
で
の
者
（
一
回
接
種
）

◎
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

　
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
は
生
後
三
ヶ
月

か
ら
十
八
ヶ
月
ま
で
の
間
に
二
回
投

与
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
四
月
の
該
当
者
は

　
昭
和
四
十
年
二
月
一
日
か
ら
昭
和

四
十
一
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
生

れ
た
者
、
及
び
昨
年
十
月
都
合
に
よ

り
投
与
を
受
け
な
か
っ
た
者
。

◎
実
施
日
程
等
に
つ
い
て
は
後
日
回

章
で
通
知
致
し
ま
す
。

　
お
申
込
み
は
早
め
に

　
　
し
尿
の
汲
取
り

　
毎
年
三
月
末
か
ら
五
月
上
旬
に
か

け
て
し
尿
の
汲
取
り
が
混
雑
し
、
皆

様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
こ
の
混
雑
を
少
し
で
も
緩
和
す

る
た
め
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
．
こ
協

力
ね
が
い
ま
す
。

一
、
便
槽
に
七
、
八
分
以
上
で
都
合

　
の
悪
く
な
い
方
、
あ
る
い
は
市
街

　
地
の
自
動
車
通
行
可
能
の
地
域
は

　
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

二
、
つ
ぎ
の
清
掃
業
者
を
ご
利
用
さ

　
れ
て
も
結
構
で
す
。

　
潔
濾
濾
濾
懸
器
濃
馨
潔
潔
懸
懸
灘
繋
難

　
灘
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

懸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲

　
湊
．

　
彦
§
2
ミ
／
ζ
多
§
ζ
き
ζ
ζ
ζ
．
奪
奪
、
奪
奪
奪
奪
冬
ー
惹
泳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
住
所
、
氏
名
、
ど
の
よ
う
な
争
い

三
、
調
停
を
申
し
　
　
に
つ
い
て
・
ど
の
よ
う
な
調
停
を
し

　
　
　
立
て
詮
は
範
歎
靴
卵
軽
確

調
停
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
れ
ぐ
こ
れ
を
薔
に
ょ
る
申
立
と
い
い
、

の
受
持
の
裁
判
所
へ
調
停
の
申
立
を
　
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
は
裁
判
所
へ

す
る
わ
け
で
す
が
、
ど
こ
の
裁
判
所
　
　
い
っ
て
口
頭
で
述
べ
て
も
よ
い
こ
と

へ
申
し
立
て
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
　
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
口
頭
に
よ

と
は
、
争
い
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
　
る
申
立
と
い
い
ま
す
。

物
の
所
在
地
や
、
相
手
方
の
住
ん
で
　
　
十
日
町
簡
易
裁
判
所
、
新
潟
家
庭

い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
基
準
に
し
て
き
　
裁
判
所
十
日
町
出
張
所
で
は
、
書
面

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
　
に
よ
る
申
立
は
勿
論
・
口
頭
に
ょ
る

し
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
便
利
な
　
申
立
を
時
間
中
な
ら
い
つ
で
も
受
付

裁
判
所
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
よ
う
　
け
る
用
意
を
し
て
い
ま
す
の
で
付
言

に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
し
て
お
き
ま
す
。
そ
し
て
収
入
印
紙

　
さ
て
、
申
立
を
す
る
に
は
当
事
者
　
で
一
定
の
手
数
料
を
納
め
ま
す
。
こ

　
中
魚
沼
清
掃
社
　
　
　
　
　
　
　
　
や
保
母
さ
ん
方
が
送
り
迎
え
し
て
通

　
　
　
　
（
電
話
二
、
〇
一
八
番
）
　
　
園
に
は
さ
ほ
ど
心
配
は
な
か
っ
た
の

　
津
南
清
掃
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
が
、
小
学
校
の
通
学
は
そ
の
よ

　
　
　
　
（
電
話
三
、
七
〇
七
番
）
　
　
う
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。

　
川
西
清
掃
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
も
消
え
て
こ
れ
か
ら
交
通
も
次

　
　
　
　
（
電
話
三
、
九
一
〇
番
）
　
　
第
に
激
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
た
ち
が
安
全
に
行
き
帰
り
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
る
よ
う
交
通
の
こ
と
に
つ
い
て
よ

こ
ん
な
準
備
や
こ
う
い
う
こ
と
に
気
を
つ
け
て

新
し
く
入
学
す
る
子
供
さ
ん

　
新
入
学
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
と
し
＋
日
町
市
内
で
入
学
す
る
児

童
は
約
七
八
○
名
で
す
。
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十
日
町
市
の
農
業
一
③

農
家
の
販
売
収
入
増
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0
％
が
山
林
保
有
農
家

　
◎
農
産
物
収
入
一
位
の
部
門
別
農

　
　
家
数

　
前
回
（
昭
和
三
十
五
年
）
調
査
と

比
較
す
る
と
、
全
般
的
に
収
入
増
が

見
ら
れ
ま
す
－
例
え
ば
前
回
百
万
円

以
上
の
販
売
農
家
が
零
で
あ
っ
た
の

が
、
昭
和
四
十
年
で
は
六
戸
、
販
売

額
七
十
万
円
～
百
万
円
ま
で
が
五
戸

か
ら
二
十
二
戸
に
、
販
売
額
五
十
万

円
～
七
十
万
円
で
は
三
戸
が
一
一
八

戸
、
三
十
万
円
妻
五
十
万
円
が
九
六

戸
か
ら
五
三
三
戸
に
そ
れ
ぞ
れ
増
え

逆
に
十
万
円
未
満
販
売
農
家
で
は
、

二
、
五
〇
七
戸
か
ら
一
、
三
八
○
戸

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
貨
幣
価
値
の
変
動
に
よ
る

も
の
の
点
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に

収
入
増
の
農
家
戸
数
が
多
く
な
っ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
五
十
万
円
以
上
の
農
家

を
農
業
一
本
で
生
活
し
て
ゆ
け
る
階

層
と
考
え
ま
す
と
、
わ
ず
か
三
％
の

農
家
が
農
業
だ
け
で
生
活
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
叉
販
売
農
家
の
う

ち
販
売
額
一
位
が
穏
で
あ
る
農
家
は

三
、
四
八
三
戸
、
八
八
・
九
％
に
当

り
、
養
蚕
は
一
八
八
戸
、
四
・
八
％

野
菜
六
八
戸
、
一
・
七
％
、
養
豚
五

六
戸
、
一
・
四
％
と
稲
作
中
心
で
あ

り
ま
す
。

　
O
像
有
山
林
面
積
広
狭
別
農
家
数

　
総
農
家
戸
数
の
七
〇
・
七
％
が
山

林
を
保
有
し
、
そ
の
面
積
は
三
、
六

三
五
町
三
反
で
、
う
ち
七
〇
・
二
％

の
二
、
五
五
二
町
九
反
が
天
然
林
で

占
め
ら
れ
、
人
工
林
は
わ
ず
か
二

九
・
八
％
の
一
、
○
八
二
町
四
反
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
保
有
山
林
農
家
の
面
積
規
模

は
き
わ
め
て
少
さ
く
一
町
未
満
の
保

有
山
林
農
家
は
全
体
の
六
七
・
二
％

で
三
町
未
満
ま
で
は
九
一
・
七
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
な
お
広
狭
別
を
順

を
追
っ
て
見
ま
す
と
一
反
未
満
三
一

一
戸
、
一
反
～
九
反
一
、
九
八
四
戸

一
町
～
三
町
八
三
六
戸
、
三
町
≧
五

町
一
七
六
戸
、
五
町
－
十
町
八
五
戸

十
町
セ
ニ
十
町
二
十
戸
、
二
十
町
～

三
十
町
三
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
（
終
）

　
小
学
校
入
学
前
の
準
備

　
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
保

育
所
や
幼
稚
園
の
課
程
を
経
て
き
て

い
る
の
看
、
昔
ほ
ど
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
だ
け
は

身
に
つ
け
て
下
さ
い
。

一
、
自
分
の
名
前
が
一
一
、
・
え
る
。
書
け

　
る
。

二
、
ハ
イ
、
イ
イ
エ
の
意
志
表
示
が

　
で
き
る
。

三
、
自
分
で
用
便
が
た
せ
る
。

　
安
全
な
行
き
帰
リ
牽

　
幼
稚
園
や
保
育
所
の
場
合
は
父
兄

の
額
は
次
の
と
お
り
で
目
的
物
の
価

格
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

し
て
も
訴
訟
よ
り
は
ず
っ
と
安
い
定

め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

四
、
申
し
立
て
の

ま
で
六
十
円
▽
民
事
調
停
（
1
か
ら

ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
一
万
円
ご
と

円
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
一
万
円
ご

部
分
一
万
円
ご
と
に
二
十
円
▽
家
事

調
停
、
一
件
百
円
。

　
な
お
こ
の
ほ
か
に
関
係
人
を
呼
び

出
す
た
め
の
切
手
代
な
ど
を
支
払
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
い
い
き
か
せ
、
安
全
な
道
を
通
る

よ
う
訓
練
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

行
や
正
し
い
横
断
の
し
か
た
な
ど
も

よ
く
の
み
こ
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ

p
フ
o 　

　
　
手
数
料
　
　
　
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
【
調
停
の
種
類
、
調
停
を
求
め
る
■

事
項
の
価
額
．
手
数
料
】
▽
一
万
円
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

の
場
合
）
、
一
万
円
を
越
え
十
万
円
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

に
六
十
円
。
十
万
円
を
越
え
五
十
万
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

と
に
四
十
円
。
五
十
万
円
を
越
え
る
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

こ
の
た
め
入
学
前
に
子
供
と
い
っ
し
一

よ
に
通
学
路
線
を
歩
い
て
み
る
こ
と
■

も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
又
右
側
通
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

新
潟
も
ダ
イ
ヤ
ル
即
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
七
日
か
ら

　
昨
年
十
一
月
に
実
施
さ
れ
た
東
京

長
岡
方
面
の
即
時
通
話
に
次
い
で
、

新
潟
市
と
そ
の
周
辺
が
三
月
二
十
七

日
か
ら
ダ
イ
ヤ
諏
即
時
に
な
り
ま

す
。市

外
局
番
や
料
金
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

局
番
　
市
外
局
番
　
市
内
局
番
加
入
者
番
号

畠暴語

○○〇
五五五

八七△

土
地
，
区
画
整
理
区
域
内
に

×
×
×
×

×
×
×
×

×
×
X
×

新
し
く
家
を
建
て
ら
れ
る
方
に

　
最
近
十
日
町
市
内
に
至
地
区
画
整

理
組
合
が
い
く
つ
か
で
き
て
時
代
の

ブ
：
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
区
画
整
理
組
合
の
土
地
に
建
築

を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
今
ま
で
の

建
築
確
認
申
請
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

ほ
か
に
区
画
整
理
区
域
内
建
築
物
設

置
許
可
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
確

認
申
請
を
県
に
提
出
す
る
前
に
必
ず

こ
の
許
可
を
と
ら
れ
る
よ
う
手
続
き

し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
用
紙
は
各
土
地
区
画

整
理
組
合
事
務
所
に
ご
ざ
い
ま
す
。

松
浜
〇
二
五
二
　
　
五
九
　
　
×
×
×
×

坂
井
輪
〇
二
五
二
　
　
六
九
　
　
×
×
×
×

昼
十
三
秒
　
　
　
七
円

夜
二
十
一
秒
　
　
七
円

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

税
務
モ
昌
夕
1
に

島
田
さ
ん

　
納
税
者
の
意
見
を
税
務
行
政
に
反

映
さ
せ
よ
う
と
関
東
信
越
国
税
局
が

初
の
試
み
と
し
て
税
務
モ
ニ
タ
ー
制

度
を
設
け
ま
し
た
が
、
局
管
内
五
十

九
名
の
う
ち
十
日
町
税
務
署
管
内
か

ら
、
織
物
工
業
協
伺
組
合
理
事
長
島

田
善
作
氏
が
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
選
ば

れ
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
末
日
ま
で

活
動
さ
れ
ま
す
．

　
こ
の
モ
ニ
タ
ー
を
充
分
ご
利
用
下

さ
い
ま
し
て
税
務
署
に
対
す
る
苦
情

や
ご
意
見
な
ど
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

「
生
活
記
録
」
の

lll”∬川6曜”i川ll118■1川川川鼠■1川田lll置墨”1””1”■口“1

青
年
と
お
母
さ
ん
た
ち

」懸’よ公

1岨一1川川旺1■一川1川1旧創川田旧■II川柵ll”川“1”ll

・
　
世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
批
判
が

●

　
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ん
と

・
に
そ
の
も
の
を
理
解
し
た
り
、
善
導

臼

　
の
た
め
の
批
判
と
い
う
の
は
少
な
い

門
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
世
の
中
な
の
か

　
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
伸

醐
び
よ
う
と
す
る
芽
ま
で
が
千
切
ら
れ

　
て
し
ま
う
こ
と
は
悲
し
い
事
で
す
。

■馴田m81ロロサ醒田1棚口■1”1川闘■■川”剛旧層II”1”ll■蘭耳”lll”旧■1匪隅皿麿口■

　
　
公
民
舘
に
は
、
そ
う
い
う
冷
た
い

　
批
判
が
ち
ょ
い
ち
ょ
い
と
び
こ
ん
で

　
来
ま
す
。
　
「
今
ノ
青
年
ハ
何
ヲ
シ
テ

　
イ
ル
ノ
ダ
／
」
　
「
青
年
学
級
ナ
ン
テ

　
級
ダ
家
庭
教
育
学
級
ダ
ナ
ソ
テ
イ
ッ

　
テ
女
ド
モ
ハ
家
バ
カ
リ
ア
ケ
テ
イ

　
ル
」
「
…
…
…
」
。
そ
し
て
、
と
父
の

　
つ
ま
り
は
「
公
民
舘
ハ
何
ヲ
シ
テ
イ

　
ル
カ
／
」
と
い
う
お
し
か
り
に
な
っ

　
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
た
し
か
に
、
社
会
教
育
の
分
野
に

　
は
た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
っ
て
、
そ

　
い
ま
す
。
だ
か
ら
側
か
ら
見
れ
ば
は

　
な
気
持
に
か
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

6
ん
。
だ
が
け
っ
し
て
、
私
た
ち
も
、

■
遊
ビ
場
ジ
ヤ
ナ
イ
カ
／
」
　
「
婦
人
学

1一一日■窟一口■

■
れ
ら
は
未
解
決
の
ま
Σ
山
積
さ
れ
て

目

■
が
ゆ
え
よ
う
な
、
た
よ
り
な
い
よ
う

■

青
年
た
ち
も
、
婦
人
た
ち
も
ね
む
っ

て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育

が
人
の
心
の
間
題
を
と
り
あ
つ
か
う

だ
け
に
、
は
っ
き
り
と
し
た
形
に
表

わ
れ
な
い
だ
け
で
、
み
ん
な
が
立
ち

上
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
写
真
の
こ
れ
ら
の
文
集
は
、
青
年

達
や
お
母
さ
ん
方
の
生
活
記
録
集
で

す
。
そ
し
て
、
彼
等
の
一
面
を
の
ぞ

く
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す

彼
等
は
み
な
一
生
懸
命
考
え
、
悩
み

一
生
懸
命
生
き
よ
う
と
努
力
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
集
は
市
内
に
た

く
さ
ん
ば
ら
ま
か
れ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
機
会
が
あ
っ
た
ら
読
ん
で
み

て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
た
父
批
判
し

否
定
す
る
だ
け
で
な
し
に
、
も
っ
と

な
が
い
目
で
、
も
っ
と
あ
た
た
か
い

目
で
教
育
と
い
う
も
の
を
見
守
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
ん
な
意

味
で
今
回
は
公
民
舘
の
文
集
活
動
を

と
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

お
し
ら
せ

■
十
日
町
青
年
学
級
閉
講
式
n
三
月

　
　
十
九
日
（
土
）
午
後
七
時
三
十

　
　
分
よ
り
十
日
町
市
公
民
舘
。

■
手
芸
教
室
“
三
月
二
十
二
日
（
火
）

　
　
二
十
四
日
（
木
）
午
後
一
時
よ

　
　
り
十
日
町
市
公
民
舘
。
レ
ー
ス

　
　
編
み
。

■
料
理
教
室
“
三
月
二
十
三
日
（
水
）

　
　
午
後
一
時
よ
り
十
日
町
市
公
民

　
　
舘
。
お
べ
ん
と
う
の
作
り
方
。

　
　
会
費
一
五
〇
円
。

口
版
画
教
室
罰
四
月
九
日
（
土
）
十

　
　
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分
よ

　
　
り
十
日
町
市
公
民
舘
。
講
師
、

　
　
版
画
家
星
襲
」
先
生
。

◎
成
人
式
は

5
月
8
日

成人

式
は
五
月
八
日
（
日
曜
日
）
で

す
、
服
装
は
華
美
に
な
ら
ず
清
潔
警

ふ
だ
ん
着
で
ど
う
ぞ
。
な
お
成
人
教

室
は
四
月
中
に
四
回
市
公
民
舘
』
で
夜

七
時
三
十
分
か
ら
九
時
三
十
分
ま
で

行
い
ま
す
。
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